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研 究 分 野 
人文科学系 

研 究 テ ー マ 日韓の言語の共通性、日韓の言語に現れる国民性・民族性 ほか 

担 当 科 目 基礎韓国語会話、韓国文化事情、異文化コミュニケーション 

略 歴 

・中央大学法学部卒業 
・新潟大学大学院 現代社会文化研究科 博士前期課程修了 
 

 

講 義 テ ー マ １ 韓国の文字、ハングルで自分の名前を書いてみよう 

講 義 概 要 

韓国語は日本語に一番近い言語と言われる。日韓の言語の共通性をいろいろな

角度から紹介し、それをクイズ形式で確認することで、遠い存在だった隣国の

言語に親しみを感じていただく。さらにハングル文字の構造と発音を知り、子

音と母音を組み合わせて自分で文字を「つくってみたり」、自分の名前や出身

地を書いてみたりする。全員参加式の楽しい体験型講座をめざしている。 

講義に必要な機器 なし 

 

講 義 テ ー マ ２ 韓国の文字、ハングルの特殊性 

講 義 概 要 

文字は、生活の必要性から自然発生的に作られるのが普通である。しかし、韓

国の文字、ハングルは陰陽五行説や音韻学などの理論に基づいて計画的に作ら

れた世界に稀にみる「先理論、後文字」の文字である。世界の文字、特に中国

の漢字や日本の平仮名、片仮名との比較のなかで、ハングルの特殊性を見てい

く。 

講義に必要な機器 なし 

 

 


